
江戸時代の庶民の旅

歴ネット会員が語る郷土史!

江戸時代半ばになると、街道や宿場が整備され旅の滑稽本や絵を入れた名

所案内が出版され、庶民の旅も盛んになりました。

今回は、三田市史などの資料を基にて旅の実態を考えます。主に、各地の関

所や宿、往来手形や講について語ります。

三田ふるさと学習館
兵庫県三田市屋敷町7-33 TEL079-563-5587
開館時間 午前10時～午後5時
休館日 月曜日(祝日の場合は翌平日）
主 催 三田市
企 画 NPO法人歴史文化財ネットワークさんだ

講師 NPO歴史文化財ネットワークさんだ 瀨子 吉久
日時 令和８年１１月２１日(土)10:30～12：00
場所 三田ふるさと学習館(2階幸民研究室)
資料代２００円/人
申込不要(先着順２０名) 駐車場に限りがあります。

三輪神社前の道標

11月

東海道五十三次 鳴海 名物有松絞
名古屋市歴史博物館パンフレット 旅行用心集

兵庫県立歴史博物館蔵


